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「営業体制へのフォーカス」は国内の主要製薬企業を対象に営業組織、ＭＲ数（領域別・女性ＭＲ・

コントラクトＭＲなど）、販売動向などを中心とした営業体制に焦点を当てたマーケティング資料とし

て弊社定期発刊資料の中でも特にご好評をいただいているシリーズです。皆様方のご支持に支えられ

ながら今年で 14 回目となる「営業体制へのフォーカス 2017」を発刊できましたことを大変喜ばしく思

っております。 

 

対象企業 43 社における 2016 年度の医療用医薬品販売高は 6兆 9,854 億 2,400 万円となり、2015 年

度の 7 兆 2,005 億 5,700 万円よりも 2,151 億 3,300 万円マイナスの大幅な減少となりました。特に、

外資系企業 14 社でのマイナス幅が目立ち、2016 年度よりも 1,552 億円のマイナスとなっています。そ

の要因としては「プラビックス」のジェネリック医薬品が浸透し、1剤で 546 億円も販売高が減少した

こと、2014 年に発売された新規Ｃ型肝炎治療剤「ダクルインザ/スンベプラ」のピークが過ぎたため、

2 剤で 867 億円もの販売高減となったことが大きな要因としてあげられます。内資系企業 29 社におい

ても 599 億 3,300 万円、前年を下回る販売高となっています。内資系企業、外資系企業問わず自社製

品における選択と集中を目的とし、長期収載品の販売権を子会社やグループ会社に移管するなどの見

直しを図ったことが本年の販売高に現れる結果となりました。 

 

一方、ＭＲ数の動向では、対象企業 43 社の合計ＭＲ数は 2017 年 7 月時点で 47,049 人と 2016 年 7

月時点と比較して 866 人減少の微減となっています。 

内資、外資の大手企業を中心とした大幅なＭＲ数削減のピークは去ったとみられますが、今後ＭＲ

数増員を計画する企業は少なく、各社販売高に見合った生産性とパイプラインを考慮し適切な体制を

敷いていくと見込まれます。その背景として、ＭＲによるＳＯＶ型のプロモーションを必要とするプ

ライマリー領域の新製品が減少し、多数のＭＲを要しないスペシャリテ新薬が中心となっている他、

ジェネリック医薬品の急速な普及に伴いＭＲ活動のみでは切り崩せない国の施策、医療機関の方針が

あります。 

 

また、製薬企業を取り巻く医療環境も大きく変化してきており、従来の施設完結型の処方医を対象

としたプロモーションから、医療圏・エリアを対象とした地域完結型のプロモーションが求められる

環境となってきています。医療圏での医薬品共同購入やフォーミュラリの策定などの施策も注目され

ており、ＭＲ個人の活動のみでは処方拡大が困難となることが予想されます。そこで各社ともエリア

戦略を重視した組織体制の構築を進めており、営業第一線組織とは別にエリア戦略の立案・実行、医

療圏のキー組織との交渉や連携を図る専門組織を設置するなどの取り組みが徐々に進められています。 

 

刻一刻と製薬企業を取り巻く環境が変化する中、貴社の戦略立案、営業体制構築、競合他社分析をす

るにあたり、本書が貴重な資料となりますことをスタッフ一同心より願っております。 
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テスタ マーケティング株式会社 

メディカルディビジョンスタッフ一同 
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＜調査項目＞ 

1.営業体制の沿革 
 

2.営業体制の概要 

 1)営業部門の組織 

 2)領域制の導入状況 

 3)フィールド(支店～営業所)の営業組織 

 4)営業第一線組織長の役割 

 5)エリアサポートスタッフの状況 

 6)ＭＳＬの組織 

 7)営業拠点(支店・営業所など) 
 

3.ＭＲ陣容の概要 

 1)ＭＲ陣容(5 ヵ年推移)と今後の採用計画 

 2)女性ＭＲ数 

 3)コントラクトＭＲ活用状況 

 4)訪宣活動のガイドライン 

 5)社内資格制度の導入状況 
 

4.販売提携の状況 
 

5.製品販売状況 

 1)国内医療用医薬品販売高推移(5ヵ年実績) 

 2)上位製品の販売実績 

 3)トップブランド 3製品販売比率 

 4)新製品販売状況(2012 年以降) 

 5)新製品販売高推移 

 6)新剤型、新用量一覧(2012 年以降) 

 7)適応拡大製品一覧(2015 年以降) 

 8)ＭＲの生産性 
 

6.営業サポート体制 

 1)携帯端末導入状況 

 2)ホームページの展開状況 

 3)コールセンターの状況 

 4)主な市民公開講座などの患者支援(2016 年以降のもの) 
 

7.開発状況(フェーズⅡ以降) 

 

＜調査対象企業＞ 
 

国内主要製薬企業 43 社(内資 29 社、外資 14 社) 

 

＜調査時期＞ 
 

2017 年 7月～2017 年 8月 

 

＜調査実施機関＞ 
 

テスタ マーケティング 株式会社 
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